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NYマーケットレポート（2015年 1月 26日) 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、ユーロ圏の先行き懸念が和らいだことを受けて、安全資産とさ

れる円を売る動きが先行した。また、下落して始まった米株価が下げ幅を縮小する動きとなったことも円売り要因となった。ただ、FOMC を控

えていることなどから、積極的な売買が手控えられており、ドル円・クロス円の上値はやや限定的となった。 

 
  (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月トルコ経済信頼感指数 103.2（前回 101.2） 

 

1月トルコ設備稼働率 73.7％（前回 74.6%） 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：45 

ルー米財務長官～「強いドルは米国にプラス、米景気回復強まっている」 

 

22：00 
ドル/円 118.35  ユーロ/円 133.09  ユーロ/ドル 1.1245 
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22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6802.85 -29.98 ダウ INDEX 
FUTURE 17561 -27  

 

仏 CAC40 4647.83 +7.14 S&P500 
FUTURE 2042.00 -1.90  

 

独 DAX 10731.92 +82.34 NASDAQ 
FUTURE 4269.00 +2.00  

 
  (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11月メキシコ小売売上高(前月比) 0.8％（前回 -0.1%） 

 

11月メキシコ小売売上高(前年比) 1.2％（予想 3.7%・前回 5.6%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17605.77 -66.83 

ナスダック 4744.22 -13.66 
  (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月ダラス連銀製造業活動指数 -4.4（予想 3.2・前回 3.5） 

前回発表の4.1から 3.5に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

0：35 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、25日のギリシャ総選挙で財政緊縮策の見直しを訴える野党が勝利したのを背景に、欧州経済へ

の先行き不透明感から売りが先行した。ただ、割安感が強まったハイテク株などを買う動きもみられ、下げ幅を縮

小した。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比で105ドル安まで下落したものの、その後 

は下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

NYは、今夜から明日まで猛烈な吹雪が予想されており、一部では暴風雪警報も出ている。積雪は、本日は4cmだが、

明日は 36㎝が予想されている。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6852.40 +19.57 
仏 CAC40 4675.33 +34.44 
独 DAX 10798.33 +148.75 

ストック欧州 600 指数 372.39 +2.02 
ユーロファースト 300 指数 1480.03 +8.52 
スペイン IBEX35 指数 10696.10 +114.60 

イタリア FTSE MIB 指数 20756.72 +236.97 
南ア アフリカ全株指数 50337.98 +521.41 

  (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ総選挙の結果を受けて、序盤は軟調な動きとなったものの、欧州経済全体に及ぼす影響

は限定的との見方が広がり、主要株価は堅調な動きとなった。独 DAXは、7営業日連続で終値ベースでの最高値を更

新した。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17670.83（-1.77）、 S&P500 2051.42（-0.40）、 ナスダック 4760.81（+2.93) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、2年物から始まる今週の一連の米国債入札を控えて、ポジション調整の売りが先行

した。また、ギリシャの総選挙で財政緊縮に反対する野党が勝利したことで、欧州経済の先行き不透明感から安全

資産とされる米国債に資金を避難させる動きも見られた。その後は欧州全体に悪影響が波及し債務危機が再燃する

可能性は低いとの見方が広がって逃避買いが後退した。   

 

午前の利回りは、30年債が2.41％（前週末2.36％）、10年債が 1.84％（1.79％）、7年債が1.65％（1.60％）、5

年債が 1.36％（1.31％）、3年債が 0.89％（0.85％）、2年債が 0.52％（0.49％）。 

 

 

2：10 

ニュージャージー州知事は、暴風雪で非常事態を宣言。 

 

 

2：15 

ニューヨーク州知事は、非常事態を宣言。 

 

 

2：20 

米財務省は、暴風雪の予報で入札予定を変更、27日に予定していた 4週間物Tビルの入札を 26日に繰り上げ実施す

ると発表。また、27日予定の2年債入札は28日に、28日予定の 5年債入札は 29日にそれぞれ延期された。一方、

NYSEグループは、26・27日は通常通りの取引を予定。 
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≪欧州のポイント≫  

 

①ギリシャ総選挙で第１党に躍進した反緊縮派の急進左派連合（SYRIZA）は、同じく反緊縮を掲げる右派の保守政

党「独立ギリシャ人」と連立を組むことで合意した。急進左派連合は議会の定数 300のうち 149議席を獲得、単独

過半数には2議席足りなかった。独立ギリシャ人党は13議席を獲得した。急進左派のツィプラス党首との会談後、

独立ギリシャ人のカメノス党首が、急進左派のツィプラス党首との会談後、記者団に明らかにした。カメノス党首

は急進左派と基本合意したことを明らかにし、「独立ギリシャ人が参加する政権の枠組みが発表される」と述べた。

ただ、両党は不法移民などの多くの社会問題で主張が異なっており、連立政権内で緊張が高まる可能性もある。 

 

②25日投票の総選挙で反緊縮派の急進左派連合（SYRIZA）が勝利したことを受けて、ギリシャ主要株価は軒並み大

幅下落となった。一時、前週末比で 5％以上の下落となる場面もあった。 

 

③ドイツ財務省報道官は、ギリシャの債務減免に応じられないとの立場に変更はないと発言、ただ支援策の延長は

選択肢の 1つだとの認識を示した。報道官は会見で「（支援延長は）明らかに 1つの選択肢だ。あらゆる協議に建

設的に臨む」と述べた。 

 

④ユーロ圏財務相会合のデイセルブルム議長は、ギリシャの債務減免に対する支持はユーロ圏内にほとんどないと

述べた。議長は「最も重要なのは、ユーロ圏内にとどまるなら、ユーロ圏のルールに従う必要があるということだ。

これはすべての国に当てはまる」と発言。「債務の条件はすでに大幅に緩和されており、今後ギリシャが支払う金

利は非常に低い。返済する時間も十分にある。債務減免への支持は欧州ではほとんどない」と述べた。 

 

⑤スイス中銀の発表によると、市中銀行が中銀に預け入れる当座預金の残高は先週3654億8600万スイスフランと、

前週の 3396億 1400万フランから増加し、増加幅は少なくとも 2013年 3月以降で最大となった。中銀は、今月 15

日にフランの対ユーロ相場の上限を撤廃しているが、当座預金残高の増加はフラン押し下げのために中銀が介入し

た可能性を示している。当座預金残高の増加は、フランの上限撤廃後も中銀が為替介入を続けていることを強く示

唆している」との指摘も出ている。 

 

 

3：00 

ロシア格付けをBB+(ジャンク級）に引き下げ、見通しネガティブ～米格付け会社 

 

 

4：05 

米議会予算局 

 

・「今年の経済成長率予想は2.9％、8月時点予想は 3.4％」 

・「インフレ率は、数年金融当局の目標2％を下回る」 

・「2015会計年度の財政赤字予想は 4680億ドル」 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 13.20ドル安の 1オンス＝1279.40ドルで取引を終了した。 

 

 

5：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.44ドル安の1バレル＝45.15ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1279.40 -13.20 

NY 原油 45.15 -0.44 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ギリシャの総選挙で財政緊縮に反対する野党が勝利したが、一部で懸念されていたユーロ圏離脱の可能

性は低いとの見方から、逃避的に買われていた金を売却する動きが優勢となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、ギリシャの総選挙で財政緊縮策の見直しを訴える野党が勝利したことで、欧州経済の先行き不透明感

からリスク投資を回避する動きが広がり、売りが優勢となった。ただ、 OPEC（石油輸出国機構）の事務局長が原油

価格は底を打った可能性があるとの認識を示したとの報道を受けて、買い戻しの動きも見られた。終値ベースでは、

2009年3月以来、約5年 10ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17678.70 +6.10 17696.36 17567.60 

S&P500 種 2057.09 +5.27 2057.62 2040.97 

ナスダック 4771.76 +1388 4774.18 4734.20 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、25日のギリシャ総選挙で財政緊縮策の見直しを訴える野党が勝利したのを背景に、欧州経済への先

行き不透明感から売りが先行した。ただ、割安感が強まったハイテク株などを買う動きも見られ、主要株価は下げ

幅を縮小する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比で 105ドル安まで下落し

たものの、その後は下げ幅を縮小する動きとなった。結局プラス圏まで値を戻す結果となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 118.50  118.51  118.14  
EUR/JPY 133.17  133.70  132.99  
GBP/JPY 178.78  178.95  177.59  
AUD/JPY 93.85  93.97  93.49  
NZD/JPY 87.93  88.13  87.58  
EUR/USD 1.1238  1.1296  1.1232  
AUD/USD 0.7920  0.7934  0.7899  

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、ギリシャ総選挙の結果が欧州経済全体

に及ぼす影響は限定的との見方が広がりを受けて、円を売る動きが優勢となった。また、下落した株価が値を戻す

動きとなったことも影響して、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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